
【岡山河川事務所からのお知らせ】 

平成３０年７月豪雨により被災し,緊急的に復旧している国管理河川施設の本格復旧に要す予算が閣議決定されたことから,本格復旧に

着手します。 

・直轄河川災害復旧事業費 

吉井川、旭川、高梁川（高梁川、小田川） 

・直轄河川災害関連緊急事業費 

吉井川、高梁川（高梁川、小田川） 

・河川大規模災害関連事業費 

高梁川（小田川） 

※ 各河川での対策の概要については、別紙をご参照下さい。 

平成 30 年７月豪雨により高梁川水系小田川沿川の岡山県真備町では,堤防の決壊や越水等により甚大な被害を受けました。 

再度災害防止を図るために小田川等において,予備費等を活用して,今年度から,国・岡山県が連携して,『真備緊急治水対策』を実施しま

す。 

● 現在進めている,小田川の水位を抜本的に引き下げる小田川合流点付替え事業の完成を前倒しし,小田川及び岡山県管理の末政川,

高馬川,真谷川において重点的な堤防整備（嵩上げ,断面拡大）,洪水時の水位を下げるための河道掘削などのハード対策を河川激甚

災害対策特別緊急事業として概ね５年間の 2023 年度を目標に実施します。 

● 河川激甚災害対策特別緊急事業の他,河川大規模関連事業費をはじめとする,災害復旧費による本格復旧についても合わせて実施し

ます。 

● 今後,これらのハード対策のほか,『高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会』において,関係機関が連携して,ソフト対策を追加して

いきます。 

平成 30 年７月豪雨により大きな被害を受けた小田川等で,国及び岡山県が緊急的な治水対策『真備緊急治水対策』を実施します。 

平成 30 年７月豪雨により被害を受けた河川施設の本格復旧に着手,欠損及び漏水等が発生した河川施設を復旧します。 



平成30年7月豪雨にかかる 直轄河川管理施設の災害復旧
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※( )内は、直轄河川災害関連緊急事業分で内数。
※[ ]内は、河川大規模災害関連緊急事業分で内数。
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H30.7豪雨被害に対する河道整備概要（小田川 等）
 事 業 費 約５００億円 ※予備費含む
 事業期間 ２０１８年度～２０２３年度
 事業費目 直轄河川災害復旧事業、災害復旧事業

直轄河川災害関連緊急事業
河川大規模災害関連事業
直轄河川改修事業
河川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）

うち、激特事業の概要
■ 事 業 費 約４２１億円（全体） ※予備費含む

うち約３３２億円（国）
うち 約８９億円（県）

■ 整備内容 合流点付替え、堤防嵩上げ、堤防強化対策等
■ 事業期間 ２０１８年度～２０２３年度

○概ね５年間で、平成３０年７月豪雨を安全に流下させるために、集中的に実施する河川改修事業（いわゆる「激特事業」）等により、小田川合流点付替えを行うとともに、

小田川の掘削・堤防強化等や末政川・高馬川・真谷川の堤防嵩上げ・堤防強化等を実施。[国・岡山県]
〇今後、これらのハード対策のほか、平成２８年８月に国、岡山県、倉敷市などの隣接市町で水防災意識社会の再構築を目的に立ち上げた｢高梁川水系大規模氾濫時
の減災対策協議会｣において、関係機関が連携しソフト対策を追加。

真備緊急治水対策

岡山県による事業実施箇所
（激特事業）

合流点付替えにより小田川の水位を軽減
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※今後の測量や詳細設計等の結果により範囲等が変わる可能性があります。

すえまさ たか ま ま だに
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